
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 247号 

令和元年 10月 1日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

日 時 ： 10 月６日(日) 

      午後 2時～3時 30 分 

会 場 ： 小松市公会堂 4 階 大会議室 

受講料 ： 無料（事前予約不要） 

 

第 90 回市史講座『芭蕉の残したもの』 

講師 綿抜 豊昭（筑波大学教授･小松市史専門委員） 

 10 月 12 日は芭蕉忌です。そして，今年は，｢おくの

ほそ道｣の旅から 330 年に当たります。各地で芭蕉関係

のイベントが計画されていますが，当市でも下記の関連

行事が続々と開かれます。 

市史講座も，これにちなんで，その道に詳しい綿抜 

豊昭先生をお招きし，芭蕉が小松の地に残した足跡を

｢連歌｣，｢明智光秀｣，そして｢芭蕉｣をキーワードに探り

ます。講座終了後は，会場前の博物館で開催中の特別展

｢芭蕉とこまつ｣を観覧します。 

 来年の大河ドラマは｢明智光秀｣ですが，芭蕉が詠んだ

光秀関連の句が，今回，博物館で公開されています(右

写真)。講座でも光秀にまつわる逸話を紹介しますが，

さらに，実物資料で実感したいと思います。 

 今回，講師の綿抜先生が，芭蕉や俳諧に関係する書籍

を発刊されています。講座にも関連した内容ですので，

ぜひお求めください。 

☆ 特別展「芭蕉とこまつ」 9/21(土)～11/24(日) 会場：小松市立博物館 入館料：一般 300 円 

☆ 奥の細道こまつ『彩』のまちを歩く！ 11/23(土) 14:30～16:30 会場：粟津演舞場 参加料：無料 

  ＊奥の細道の旅の文学を楽しむ…朗読 松浦このみ／＊奥の細道の旅の楽しみ方を学ぶ…講師 関谷淳子 

  【申込み】小松市観光文化課（0761-24-8130）／定員 150 名（要申込） 

☆ 探訪！奥の細道ゆかりの地 小松 11/24(日) 9:00～12:00 集合：公立小松大学東側 参加料：600 円 

 ＊奥の細道ゆかりの地を巡るバスツアー／多太神社→小松天満宮→小松市立博物館特別展観覧→莵橋神社  

 【申込み】小松市観光文化課（0761-24-8130）／定員 30 名（要申込･先着順） 

 さわやかな秋晴れが続き，図書館の前の木々も少しずつ色付き始めました。秋の気配が漂う中，先月は中秋の

名月(十五夜)を愛でることができましたが，今月にはもう一つの名月，十三夜があることをご存知でしょうか。 

今年は，11 日がその日に当たりますが，この日に，粟津では，『十三夜の渡し』という，厄除けの行事が行われ

ます。決して後ろを振り返らず，無言で，13 の異なった橋を渡る行で，那谷寺を開基した泰澄大師によって伝授

されました。昨年の粟津温泉開湯 1300 年祭で復活し，今年も 11日に大王子前から出発します。 

10 月は，この他にも報恩講などがあり，秋は仏事が多いですが，先祖を尊び，未来永劫をお祈りしましょう。 

｢明智が妻｣ の句（個人蔵） 

『おくのほそ道』 関連行事 

★ 芭蕉二百回忌の諸相 著者：綿抜豊昭・鹿島美千代 発行所：桂書房 価格：2,750 円 

★ 越中･能登･加賀の原風景 ～『俳諧白嶺集』を読む～ 著書：綿抜豊昭 発行所：桂書房 価格：880 円 

★ 明智光秀の近世 ～狂句作者は光秀をどう詠んだか～ 著書：綿抜豊昭 発行所：桂書房 価格：880 円 



＜10月のカレンダー＞ 開室時間  10：00～17：00（火～金）／９：00～17：00（土）  

  『教育編』 見どころ（第 4 章） 

＊     は小松市史編纂事務局が閉室しています。＊9/24～10/3 は蔵書点検で図書館は休館です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/toshokan/shishihensan/index.html 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

         １ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31   

 

大正期は，時代は短いが，社会や経済情勢の変動は激しく，時代の変化に即応する教育が求められた。 

それまでの授業は，黙って聞いて覚えればよかったが，世の中が進むに従って，聞くより実験してみなければ

ならない，その実験も，自分で実際にやってみなければ承知できない，しかし，そのための教科書がないという

状況から，当時理科を担任していた湯浅幸次先生が，オリジナル教科書｢自学の理科｣(下写真)を発刊された。 

読んでわかりやすく，自分で実験ができるよう，自習に取り組める内容で，しかも安価でもあったことから，

指導者にも喜ばれ，当時としては画期的な教科書であった。 

こうした自ら学ぶ取り組みが，就学児童の増加にもつながり，また義務教育年齢の延長，人口増加も手伝って，

学校施設の新築，増改築が多く進められた。その状況は，DVD の｢初等教育の諸相｣をご覧いただきたい。 

また，大正期の教育の視点は，本文掲載の｢能美郡教育品展覧会出品目録｣を見ると，教科の種類などから教師

たちの教育研究の方向性が窺える。明治から続く就学への情熱が史資料からひしひしと伝わって来る。 

教育編に附属されたＤＶＤは『写真でたどる教育の温故知新』と題し学校施設の，本文で掲載できなかった古

史料の原文や写真資料を収録しています。 

『１ 近世の教育の様相』では，本文の第１章で紹介された「小松学問所（集義堂）」と「修道館」の蔵書印が

紹介されています。中でも「修道館」の押印は大変めずらしく，和書『近思録』にその蔵書として押印されてい

ます。 

『新修 小松市史 資料編 16 教育』 

仕  様 B5版 上製本 布装丁 貼ケース入り 

 DVD付 本文 417頁 

特別価格 3,800円（７月～12月） 

定  価 5,000円（令和２年１月～） 

販 売 所 市史編纂事務局 

うつのみや小松店 

明文堂書店 小松ツリーズ 

  

＜事務局９月の活動状況＞ 

・９月 ７日(土) 月津村役場文書資料調査 

・９月７・15日  国府村役場文書資料調査 

・９月 15日(日) 曳山浄瑠璃関係聞取り調査 

・９月 15日(日) 悪魔祓い調査(向本折町) 

・９月 20日(金) 永甫家文書資料調査 

・９月 21日(土) 考古部会 

・９月 23日(月) 龍助町町有文書調査 

＜事務局 10月の活動予定＞ 

・10月 １日(火) 赤瀬町町有文書資料調査 

・10月 １日(火) 災害関係資料調査 

・10月 ３日(木) 近現代部会 

・10月 ３・４日 財政資料調査 

・10月 ５日(土) 龍助町町有文書資料調査 

・10月 ６日(日) 市史講座 

・10月 ９日(水) 遊女の手紙調査（串茶屋町） 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

